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■教育学科 中等教育専攻 カリキュラムマップ

教育学科ディプロマポリシー（学位授与方針） 

教育学科では、以下のような能力を身に付け、かつ所定の単位を修得した学生に学位を授与します。 

（１）確実な知識・理解・技能を有し、広い視野を持ち高度な専門性を備え、実践的な指導力を身に付けた学生

① 乳幼児・児童・生徒理解：乳幼児・児童・生徒一人一人の発達の特性を理解し、適切に支援できる知識と能力を備えている。

② 確実な知識・理解・技能：教育学の基礎的な知識を有し、「考える楽しさ」「学ぶ喜び」を育てる専門職として、学んだ知識・技能を高め続けようとする研究心

や意欲を備えている。 

③ 実践的な指導力：学んだ諸能力を保育・教育現場で効果的かつ柔軟に発揮できる実践的な指導力を備えている。

④ 課題解決能力：教育活動などにおける課題を把握し、その課題解決に必要な情報の収集・分析・整理をし、その課題の解決ができる。

⑤ ICT 活用能力：情報コミュニケーション技術などを用い、情報収集・分析・プレゼンテーションを適切に行うことができる。

（２）教育に対する強い使命感と責任感をもち、豊かな人間性を備えた学生

⑥ 教育に対する使命感と責任感、愛情：教育に対する強い使命感と責任感をもち、愛情を持って乳幼児・児童・生徒に接することができる。

⑦ 健康な心身と豊かな人間性：心身の健康の大切さを理解し、豊かな人間性に基づいた教育活動を展開できる。

⑧ 自らの実践に対する省察：自らの「学び」を土台として、自ら考えたことや実践したことについて省察し、新たな課題に立ち向かう柔軟さや粘り強さを備えてい

る。 

⑨ コミュニケーション能力、チームワーク：連携、協働の大切さを理解し、乳幼児・児童・生徒ならびに、地域住民や保護者、教職員と連携し、自分と異なる考え

をもつ人とも互いに尊重しつつ、教育課題などにチームとして取り組むことができる。 

⑩ 道徳性と倫理観、社会性：倫理、道徳に関する知識と技能を踏まえ、自らの良心や社会の規範やルールに従って行動し、人々の幸せや地域・社会の発展のために

貢献できる。 

科目分類・科目名称 主 題 到達目標 

ディプロマポリシーとの関係 

（◎特に重要 ○重要 △望ましい）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

専

門

基

礎

科

目 

日本国憲法 基本的人権の内容を理解する 日本国憲法における基本的人権と福祉の関

係が説明できる。 △ ○ ◎ 

教育学概論B 公教育の歴史と課題 １．公教育制度についての基本的原理を理解

し説明できる。 

２．日本の公教育制度についての知識を説明

できる。 

３．教育についての歴史的に論じることがで

きる。 

４．現代の教育問題についての関心をもち、

問題解決のための意見を述べることができ

る。  

○ △ △ ○ ○ △ 

教育社会学概論B  教育を社会事象のひとつとして客観的

に捉える。 

 教育を社会事象のひとつとして客観的に捉

え、説明することができる。  △ △ ○ △ ○ 

教育社会学各論  学校・学校教育に関する教育社会学の

知⾒を⼿がかりとしながら、教育に対す

る認識を相対化する。 

① 教育社会学における教育のとらえ方に

ついて説明することができる。

② 学歴の社会的機能について説明するこ

とができる。

③ 教育と社会的格差・不平等との関係につ

いて説明できる。

○ △ 

家族社会学 「家族」の定義を理解する 家族を形態、人間関係、役割、地位などの

視点から理解することができるようになり、

福祉や教育の現場において個人のみならず

家族のことも念頭においた支援ができるよ

うにするための知識を身につけます。また、

家族と社会の関連性を考察します。 

○ △ △ 

生涯学習概論Ⅰ 生涯学習の概念と生涯学習が注目され

る背景 

生涯学習という言葉はよく耳にするが、正

確にはあまり知られていない。生涯教育・生

涯学習・社会教育それぞれの概念および基本

を理解し、説明できるようになる。そして、

広い視野から「学び」をとらえると何が見え

てくるのか、学校教育・社会教育・家庭教育

の連携を視野に入れながら考えていく。 

○ △ △ 

生涯学習概論Ⅱ 生涯学習Ⅰで学んだ生涯学習について すべての国民に対して、生涯を通じて学習
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の基礎（基本概念）を踏まえて、より具

体的な取り組みについて理解する 

を保障するという視点から、制度・施設・職

員について考えていく。さらに今日的状況の

把握を通して学ぶこと自体の意味を考察し、

生涯学習についての自分の見解を述べられ

るようになる。 

 

△ 

 

△ 

 

○ 

 社会福祉原論A 社会福祉に関する全般的知識の理解と

理念の説明 

1． 社会福祉の全般的な基礎的知識が理解

できる。 

2． 社会福祉実践、及び社会福祉学への興味

・関心が深まる。 

 

△ 

         

○ 

 児童・家庭福祉 児童福祉、家庭福祉の福祉制度や施策

の現状と課題  

①児童福祉や権利保障の歴史をふまえ、我が

国の児童家庭施策の全体像を理解しその内

容を説明することができる。 

②多岐にわたる児童に関する法律や制度を

把握し、保育や社会福祉援助技術につながる

知識を身につけることができる。 

 

 

○ 

  

 

△ 

       

 

△ 

 発達心理学 生涯にわたる発達の心理的特徴の理解 人間は、周囲のさまざまな影響を受けなが

ら生涯にわたって発達することを理解し、発

達支援に応用することができる。 

また、影響を与えてくれる諸要因を理解する

とともに、自分自身のこれまでの発達を振り

返ることにより、実践的な視点から発達を理

解し、実生活に応用できる  

 

 

 

○ 

   

 

 

◎ 

      

 発達心理学各論 愛着理論と攻撃性 子育て支援の実際にまで触れながら、発達

や行動に不安を感じさせる子どもの行動と、

親の心理状態について理解することにより、

実践的に応用するための提案ができる。 

 

 

△ 

   

 

○ 

      

 教育心理学概論B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学び」の場の心理学・「学び」を促す

心理学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．「育ち」と「学び」との関係、「育ち」

に応じた「学び」の必要性、「育ち」を促す

「学び」について説明できる。 

２．乳幼児期から青年期の各時期における発

達の特徴と発達課題、さらには環境移行にお

いて生じる問題について説明することがで

きる。 

３．「学習」および「動機づけ」について学

び、「学び」を促す環境や働きかけについて

具体的に述べることができる。 

４．学習者の主体的な「学び」について説明

することができる。また、学習者の主体的な

「学び」や学習者同士の学び合いを促す環境

・働きかけについて具体的に述べることがで

きる。 

５．教育における学級集団作りの必要性、さ

らには、そこでの教師の役割や影響について

説明することができる。 

６．支援者・教師としての専門性の向上を図

る上で重要となる態度や取り組みについて

述べることができる。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育心理学各論 子ども中心の学習支援とは 学習者の「学び」やその結果である「発達

」を支援する専門職としての専門性とは何か

について、自分なりの視座、視点を持ち、他

者と意見を交換できる。 

 

○ 

 

△ 

  

○ 

 

△ 

     

 教職論B 

 

 

 

 

 

 

 

学校において教師が行っている教育活

動とその目的について学び、自分が目指

す教師像について考える。  

 

 

 

 

 

・教師は、学校職員の一員であり、服務に基

づいて職務を遂行するということを理解で

きたか。 

・教員事故防止のためにはどのように行動す

べきかを理解できたか。 

・教育課程の基本を理解し、教育実習に臨む

心構えができたか。 

・生徒指導・進路指導・安全教育・特別支援

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 
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教育・人権教育等の現状と課題を理解できた

か。 

・自分が目指す教師像についてしっかりと考

えることができたか。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 教育情報学の基礎 教育の情報化に関する幅広い基礎的な

知識・技能を獲得する 

① 教育の情報化の概要，目的，実態などに

関する説明ができる 

② 情報システムを利用した授業の基礎的な

実践ができる 

③ 小学校レベルのプログラミングができる

ようになる 

  

 

△ 

  

 

○ 

 

◎ 

     

 教育法規の研究 学校教育における教育法規とは何か理

解する。 

教育を目指す学生が、教育基本法をはじめ

、学校教育に関する法規関係を知ることによ

って、学校現場と法との関連を説明すること

ができる。 

  

△ 

    

△ 

    

○ 

 教育史  教育の歴史を検証する。 1．教育の歴史への興味・関心を深め、教育

史における主な事柄や思想について理解し、

説明できる。 

2．教育史上のさまざまな事柄や理論・思想

について理解し、説明できる。 

3．教育を歴史的に検証していくことの意味

を把握する。 

      

 

 

○ 

   ○ 

 保育原理 保育の基本と実践の体系的な理解と保

育・保育者に関する制度や現状等に関す

る理解 

① 保育所保育指針および幼稚園教育要領等

の記載内容を理解し、文言を用いた記述がで

きる。 

② 保育の内容と方法の基本について理解し

、問題解決意識を持ち、関連文献を読むこと

ができる。 

③ 授業内容を踏まえて保育の実践に興味を

持ち、自発的に保育現場に出向くことができ

る。 

 

 

 

 

◎ 

  

 

 

 

△ 

   

 

 

 

○ 

    

 保育者論 保育者の役割と倫理、専門性、その資

質向上やキャリア形成などに関する理

解 

① 保育者の専門性や専門職的成長を理解し

、高度な専門職者となる志を持つことができ

る。 

② 保育実践のあるべき姿について理解し、

よりよい実践を探求する意欲をもつことが

できる。 

③ 保育の先達に学びを求め、優れた保育の

専門家を探す意欲をもつことができる。 

 

 

 

◎ 

  

 

 

△ 

   

 

 

○ 

    

 特別支援教育の基礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特別支援教育の基本的な理念、障がい

種に応じた指導内容・方法及び合理的配

慮 

 

 

 

 

 

 

1.特別支援教育の理念について説明するこ

とができる。 

2.特別な支援を必要とする子ども一人一人

の教育的ニーズに応じた指導・支援を行うた

めに、様々な障がいの状態について説明する

ことができる。 

3.合理的配慮、指導・支援の在り方によって

、幼児児童生徒の活動や参加が可能となる（

障がいの状態を軽くすることができる）こと

について事例をあげながら説明することが

できる。  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

教育実践活動Ⅰ 「実際の中学校現場に赴き、学校を知

る」 

（1）中学校教員免許を取得しようとする学

生が、授業参観や生徒とのかかわりを通して

現在の教育現場の一面を体験的に理解する

ことができる。 

（2） 教育現場からの学びを基に、自身の課

題をもち、学生生活の学びを深めることがで

きる。 

 

 

 

△ 

   

 

 

△ 

  

 

 

○ 

    

教育実践活動Ⅱ 「実際の教育現場に赴き、児童生徒と

かかわる」 

○中学校現場での具体的な体験を通して、学

校や生徒についての理解を深め、教育現場の

現状を知ることができる。 
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○積極的に教育実践活動を行い、様々な体験

を積み上げることにより、中学校を含む教育

機関を将来の進路とする意志を持つことが

できる。 

△ △ ○ ◎ 

教育実践活動Ⅲ 「実際の教育現場に赴き、児童生徒と

かかわる」 

○中学校現場での具体的な体験を通して，学

校や，生徒についての理解を深め、教育現場

の現状を知ることができる。 

○積極的に教育実践活動を行い、様々な体験

を積み上げることにより、中学校を含む教育

機関を将来の進路とする意志を持つことが

できる。 

 

 

 

△ 

   

 

 

△ 

  

 

 

○ 

 

 

 

◎ 

   

教育実践活動Ⅳ 「実際の教育現場に赴き、児童生徒と

かかわる」 

○中学校現場での具体的な体験を通して，学

校や，生徒についての理解を深め、教育現場

の現状を知ることができる。 

○積極的に教育実践活動を行い、様々な体験

を積み上げることにより、中学校を含む教育

機関を将来の進路とする意志を持つことが

できる。 

 

 

 

△ 

   

 

 

△ 

  

 

 

○ 

 

 

 

◎ 

   

専

門

基

幹 

科

目

Ｌ

群 

 リエゾンゼミⅡ（専門基

礎演習） 

 各教員の専門領域について学ぶことを

通して自身の課題を把握する 

各教員の専門領域について学ぶことを通し

て、自身の課題を見つけ、それについて学ぶ

ことができる。 

 ◎  ○    ◎   

 リエゾンゼミⅢ（専門演

習Ⅰ） 

 各教員に指導を受けながら、自身の課

題を深める 

 各教員の指導を受けながら、自身の課題を

深めることができる。  

 ◎  ○ ○   ◎   

リエゾンゼミⅣ（専門演

習Ⅱ） 

 各教員の指導を受けながら、自身の課

題を深める、まとめる 

 各教員の指導を受けながら、自身の課題を

深め、まとめることができる。 

 ◎  ○ ○   ◎   

卒業論文  課題について、調査研究をし、論文に

まとめる 

 自身の課題を見つけ、調査研究をし、それ

を論文にまとめることができる。 

 ○  ◎ △   ○   

専

門

基

幹

科

目

Ａ

群 

特別支援教育の理解B 

 

 

通常の学級に在籍する障害のある幼児

児童生徒への学習支援  

 

 知的障害及び発達障害のある子どもにおけ

る認知機能の特徴を理解し、子どもの認知特

性に配慮した合理的配慮の提供の仕方を理

解することができる 

 

 

 

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

教育方法論（情報機器及

び教材の活用を含む）B 

 

 

 

 

 教育方法の理論と実践  

 

 

 

 

 

・知識情報、意見を説得的に伝える技術を身

につける。 

・他者の意見を正確に聞き取り、論理的に判

断できる。 

・教育方法についての理論を理解し説明でき

る。 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育デジタルコンテン

ツ作成論 

 授業に使用するデジタルコンテンツを

作成・利用する基礎的な知識と技能を修

得する 

① 教育デジタルコンテンツを作成するため

の基礎理論を説明できる 

② PowerPointを使用してビデオのデジタル

コンテンツを作成できる 

③ デジタルコンテンツを授業に取り入れる

ことができる  

  

 

△ 

  

 

○ 

 

 

◎ 

     

 教育相談の理論と方法

B 

 

 

 

教育相談の理論と方法の理解   

 

 

 

1.中学校、高等学校において求められる教育

相談の理論について説明できる 

2.教育相談の方法についてロールプレイン

グなどの中で活用できる 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

△ 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

△ 

 

道徳の指導法B 

 

 

 道徳教育の歴史と指導の理論と実践 

 

 

１．道徳教育の歴史についての基本的知識に

ついて説明できる。 

２．道徳の基本的指導法を身につけて実践で

きる。 

 

△ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

△ 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

道徳の教材研究 よりよい道徳科の授業づくりのための

教材研究の在り方を学び、実践的指導力

をより高めよう 

・学習指導要領解説に基づいた道徳教育及び

道徳科の目標と内容について理解すること

ができる。 

・教材分析を行い、よりよい中心発問や授業

構成を考えることができる。 

・自主教材を考え、自分なりの授業展開を構

成し、板書を含めた学習指導案を作成するこ

  

 

 

△ 

 

    

 

 

○ 

    

 

 

◎ 
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とができる。 

特別活動の指導法B 

 

 

 

 

 

・特別活動の意義と実践的な指導法。 

・豊かな人間形成を育む教育実践力を備

えた教師をめざす。  

 

 

 

・特別活動における望ましい集団活動が豊か

な人間形成に重要な役割を果たしているこ

とを理解する。 

・教育課程における特別活動の役割と意義を

明らかにし、各活動の指導理念と実践的な指

導方法を探る。 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

生徒指導・進路指導論B 

 

 

 

 

 

 

 

 学校現場における生徒指導並びに進路

指導についての理解を深め、実践力を身

に付ける。  

 

 

 

 

 

学校において、教師と児童・生徒の信頼関

係および児童・生徒相互の望ましい人間関係

を育てるとともに生徒理解を深め、児童・生

徒が自主的に判断、行動し積極的に自己を生

かしていくことが出来るようにするにはど

のようなことが必要かを考察する。また、い

くつかの事例を通して、学生の意見・見解を

問うこととする。さらに、進路についての意

義と進学・職業観の育成を図る。   

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

総合的な学習の時間の

指導法B 

総合的な学習の時間の目標と内容を理

解し、それを踏まえた具体的な指導法に

ついて実践力を身に付ける。 

総合的な学習の時間の目標と内容を理解し

、児童生徒が主体的の課題を捉え、効果的な

プレゼンテーションなどが行えるようにす

るための、具体的な指導法の手立てなどを考

え、実践することができる。 

  

 

○ 

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

    

 

△ 

 

 

特別活動の指導法Ｂ 特別活動における実践的指導力の向上 ・特別活動における望ましい集団活動が、豊

かな人間形成に重要な役割を果たしている

ことを理解する。 

・教育課程における特別活動の役割と意義を

明らかにし、各活動の指導理念の理解を深め

、実践的な指導方法を探る。 

・特別活動の学習指導案及び各活動・生徒会

行事・学校行事の実施計画案の作成と指導方

法の基本を習得する。 

    

 

 

 

△ 

    

 

 

 

○ 

 

 

 

 

△ 

 

生徒指導・進路指導論Ｂ 教育活動における生徒指導･進路指導

の役割を学ぶ 

学校において、教師と児童・生徒の信頼関

係および児童・生徒相互の望ましい人間関係

を育てるとともに生徒理解を深め、児童・生

徒が自主的に判断、行動し積極的に自己を生

かしていくことが出来るようにするにはど

のようなことが必要かを考察する。また、い

くつかの事例を通して、学生の意見・見解を

問うこととする。さらに、進路についての意

義と進学・職業観の育成を図る。 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

△ 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

○ 

    

教育実習（中・高）の事

前指導 

教育実習（中・高）を円滑かつ効果的

に実施するための事前指導 

・次年度の教育実習に先立って、教育実習生

としての心構えを身に付けることができる。 

・教育実習を申請するための手続きや修了後

の対応等を適切に行うことができる。 

・教育実習を円滑・効果的に行うために、学

校の現状や教師の仕事内容について理解す

ることができる。 

・学習指導案（細案）を作成することができ

る。 

・学習指導案に基づく模擬授業を行い、授業

改善について考えることができる。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

△ 

  

 

 

 

 

△ 

  

 

 

 

 

○ 

    

教育実習（中・高）の事

前事後指導 

教育実習（中・高）の直前準備と修了

後の総括を行う。 

・教育実習への正しい認識と、意欲的に取り

組む姿勢を持つことができる。 

・これまで大学の教職科目で学んできた知識

等を、より実践的な観点から再構成すること

ができる。 

・現在の教育界に関する幅広い認識と理解を

持つことができる。 

・教科指導を行うための学習指導案（細案）

を作成することができる。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

△ 

  

 

 

 

 

△ 

  

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

◎ 
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・学習指導案に基づく授業を行うことができ

る。 

教育実習（中・高） 教育実習（中・高）に真摯に取り組み

、円滑・効果的に実施する。 

・真摯な実習態度のもとに、実習校の教職員

や他の実習生と円滑なコミュニケーション

を取ることができる。 

・生徒の実態を踏まえ、授業のねらいが明確

で、評価計画のある学習指導案を作成するこ

とができる。 

・学習指導案に基づいて、発問や指示が明確

で、分かりやすい授業を行うことができる。 

・共感的な生徒理解のもとに、1人1人の生徒

の特性に応じて関わることができる。 

・積極的に授業観察を行い、自分の授業改善

に努めるとともに、熱心に教材研究を進める

ことができる。 

・様式が整い、成果や課題が良く整理された

教育実習日誌を書くことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

  

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

  

教職実践演習 教員として必要な基礎知識と基礎的技

能を身につける 

・４年次前期までに履修した中学校・高等学

校の教科及び教職に関する科目から得られ

た、基本的な知識・技能を確かなものとし、

対人関係能力、生徒理解と指導力、学級経営

能力、教科の教授能力等、教員に求められる

基本的な資質能力を身に付ける。 

・本授業における様々な活動を通して、将来

自分が教員になるにあたり何が課題である

かを自覚して、自ら必要に応じて不足してい

る知識や技能を補い、定着を図ることができ

る。 

 

 

 

 

 

△ 

  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

△ 

  

 

 

 

 

◎ 

  

専

門

基

幹

科

目

Ｃ

１

群 

日本史概説 

 

 

日本の政治・経済・社会・文化の歴史 

  

 

日本史における国政上の制度や政治的な事

象の変遷を探求しながら、国家と社会のあり

方について修得すること 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東洋史概説 

 

 

 

 

 

中国を中心とする東洋史の概説  

 

 

 

 

 

①歴史を学ぶことにどのような意味がある

か説明できるようになる。 

②日本と中国の交流の歴史を説明できるよ

うになる。 

③歴史的に物を見る視点を獲得することで、

東アジアの現況にも関心を抱けるようにな

る。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西洋史概説  中世ヨーロッパ世界はどのようにして

成立し、変貌を遂げていったか。  

中世ヨーロッパ世界の成立・発展に関して

、自ら説明できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本文化史 日本文化史概論（古代～近世） ①. 古来一貫して存在しているものと見な

されがちな〈日本文化〉の実体が、各時代を

生きた人々によって、時として外来思想をも

採り入れることで積極的に創り上げられて

きたものであることを理解すると同時に、〈

日本文化〉と称されるものの本質について考

える。 

②. 学校教育・社会教育の現場において〈日

本〉〈日本文化〉を採り上げることの意義や

限界、あるいは独善的な立場に陥ることのな

い〈日本〉論・〈日本文化〉史が成立し得る

のか否かという点について、受講生各自が積

極的に意見を表明するために必要となる、必

要最低限の視座・知見を獲得する。 

  

 

 

 

 

 

 

△ 

  

 

 

 

 

 

 

○ 

      

 

 

 

 

 

 

△ 

日本仏教史 日本文化を知る為に必要な知識として

、不可欠なアイテムとして、正しく日本

仏教を学ぶ。 

日本仏教は、聖徳太子に始まる。しかし、

聖徳太子は、インドに於ける釈迦ほど強い存

在が確認されては居ない。太子信仰は根強く

、今日でもそのカリスマ性を凌ぐ存在はない
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と言える。日本古来という位置づけで純粋無

垢なるものは存在しない。それほど融合の深

化とスピードには驚くものが有り、混乱を誘

発させる。これらを一つ一つ紐解く作業が、

日本仏教史という学問である。 

△ ○ △ 

日本思想史 さまざまなジャンルの古典文学を通じ

て、日本の思想や文化を考える。 

① さまざまなジャンルの文芸作品を鑑賞・

分析することで、日本思想の多様性・多面性

を理解することができる。 

② 各受講生が将来、教育現場のほかさまざ

まな職種において、あるいは自らの生きる指

針を求めて日本の文化や思想について触れ

る際、既存の教科書や教材・概説書や入門書

などの記述で満足するだけではなく、自分自

身の力で適切な題材を探し出し、分析・考察

するために必要となる基本的な知識や考え

方を修得することができる。 

        

 

 

 

 

△ 

  

 

 

 

 

○ 

日本美術史 日本美術の歴史と見方 １．基本的な美術史の用語を理解し、具体的

な作例をあげて、各時代の造形における特徴

を概説できる。 

２．日本美術の中で好ましいと思う作品を一

つあげて、その魅力を自分の言葉で語ること

ができる。 

３．自ら情報収集し、興味関心のある美術ジ

ャンルの展覧会や、文化財を公開する神社仏

閣等に足を運ぶことができる。 

    

 

 

 

○ 

    

 

 

 

◎ 

  

 

 

 

△ 

人文地理学 人文現象を幅広く理解するために、人

文地理学の枠組みを紹介する。  

 

 

 

 

前期では、人文地理学の諸分野（人口地理

学、経済地理学、社会地理学など）について

理解を深め、人文地理学の研究方法について

学習する。後期では、人文地理学の一分野で

ある観光地理学の研究分野について理解を

深め、人文地理学の応用性について考察して

いく。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然地理学 自然構成要素のメカニズムや分布を理

解する。   

 

 

 

 

 

 

 

①身近な自然環境に対する興味・関心を持つ

ようになる。 

②自然環境の基本的な仕組みを理解し、自然

の景観の成り立ちや主な自然災害の要因が

説明できる。 

③中学校社会科・高校地理歴史科での指導で

求められる自然環境に関する基礎的・基本的

な知識を身に付ける。 

④自然環境の保全と自然災害を回避するた

めの適切な手段を判断し、行動できるように

なる。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地誌 地域の特色をとらえる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

①日本や世界の諸地域に対する興味・関心を

持つようになる。 

②具体的な地域の「地域性（地域的特色）」

を説明できる。 

③中学校社会科・高校地理歴史科での指導の

際求められる日本や世界の諸地域に関する

基礎的・基本的な知識を身に付ける。 

④日本や世界の持続可能な発展に求められ

る適切な手段や方法を判断し、行動できるよ

うになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法学概論（国際法を含む

） 

教員のための法学概論  1)教員を目指す学生にとって、必要な法学的

基礎知識を習得し、説明することができる。 

2)現代の学校教育の中の課題について、法的

視点から問題点を発見し対応ができる。 

3)教育現場における具体的事例に対し、法的

根拠に基づいた対応ができる。 

  

 

 

△ 

  

 

 

○ 

      

 

 

○ 
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政治学原論（国際政治を

含む）Ⅰ 

政治系科目を学ぶために政治学の概要

を学ぶ 

政治学の原論を学ぶことで、論理的・創造

的・批判的な思考ができるようになる 

政治学を理解することで、社会の規範を守り

、倫理観、自律性をもって市民生活を送るこ

とができるようになる 

政治学を学ぶことで、大学で得たさまざまな

知の経験を社会や他者のために還元しょう

とする意欲と能力をはぐくみ、社会を担える

市民となるための基礎を身につける 

  

 

 

 

△ 

      

 

 

 

○ 

  

 

 

 

◎ 

政治学原論（国際政治を

含む）Ⅱ 

政治学の概要を学ぶ Ⅰを踏まえ、政治学の原論を学ぶことで、

論理的・創造的・批判的な思考ができるよう

になる 

政治学を理解することで、社会の規範を守り

、倫理観、自律性をもって市民生活を送るこ

とができるようになる 

政治学を学ぶことで、大学で得たさまざまな

知の経験を社会や他者のために還元しょう

とする意欲と能力をはぐくみ、社会を担える

市民となるための基礎を身につける 

  

 

 

 

△ 

      

 

 

 

○ 

  

 

 

 

◎ 

経済学原論（国際経済を

含む）Ⅰ 

日本経済の現状を知ろう １．日本経済で何が起きているのか、その原

因は何なのかを説明できる。 

２．経済学の基礎理論や用語について説明で

きる。 

３．経済と医療・福祉の関係を論じることが

できる。 

  

 

○ 

  

 

△ 

      

 

△ 

経済学原論（国際経済を

含む）Ⅱ 

経済理論の習得と現在日本における経

済の諸問題を学ぶ 

1． 代表的な経済理論が説明できる。 

2．経済の諸問題を経済理論を用いて説明で

きる。  

  

○ 

  

△ 

    

○ 

  

△ 

社会学原論Ⅰ 私たちはどのような社会に生きている

のだろうか 

この授業の到達目標は、①授業で紹介した

社会学の概念や理論の内容を正しく理解す

ること、②現代の社会に生じている問題を理

解し、それに対するみずからの考えを他者に

表現できるようになること、の2つです。 

   

 

△ 

 

 

△ 

    

 

○ 

  

 

△ 

社会学原論Ⅱ 私たちはどのような社会に生きている

のだろうか 

この授業の到達目標は、①授業で紹介した

社会学の概念や理論の内容を正しく理解す

ること、②現代の社会に生じている問題を理

解し、それに対するみずからの考えを他者に

表現できるようになること、の2つです。 

   

 

△ 

 

 

△ 

    

 

○ 

  

 

△ 

社会学と福祉システム 私たちは常に社会変動のなかで生きて

いる。人間社会に生きる人々の「幸せ」

を基礎的な社会学理論から科学的に探

求し、さらには社会構造から生起してい

る社会問題(社会病理)を人々の生活に

置き換えてその因果関係を理解し、「私

たちの幸せへの道-成熟社会の構築」を

論考します。 

①現代社会において、経済的格差社会で苦悩

する人、無縁社会で無縁死する人、組織から

疎外されて孤独死する人、さらには貧困問題

や家族問題および地域崩壊などによって安

定した日常生活が送れずにいる人々が存在

しています。「福祉」は平等に与えられてい

ると謳われていますが、実際には格差社会に

よって乖離した問題が山積しており、現代社

会は不平等な社会とも捉えられます。その要

因を社会学という基礎理論から応用理論の

手法から、実証的に探究することを目的とし

ます。まさに現代社会の光と影を探究するこ

とによって、人間社会のあるべき「福祉」を

考察しながら「福祉社会学」とは何かにかに

ついて学修しながら、現代社会を考察するこ

とを目的とします。 

②①の目的を達成するために、社会構造につ

いて理解できるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

倫理学概論 現代の倫理学 応用倫理学上の諸問題について 

（a）関連する科学/技術の基本的なあり方が

理解できるようになる。 
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（b）概念上の混乱を取り除き、決疑論的な

観点から問いを立てられるようになる。 

（c）その解決策を自分なりに検討できるよ

うになる。 

○ △ △ 

宗教学概論 宗教とはなにかを解説し、宗教を研究

する様々な方法を紹介し、宗教に関わる

諸概念を解説し、現在活動している宗教

についてその特徴を述べる。そして現代

問題となっている事柄について宗教の

観点から解説する。 

宗教に関して正しい知識を得る機会を持た

ないことで偏見を持ち、さらには宗教に免疫

を持たないことでカルトと呼ばれる反社会

的グループからの勧誘に引き込まれること

も起こり得る。宗教に関する知識と理解をこ

の大学時代に得ておくことはとても大切で

ある。そういう観点に立ち、この授業は宗教

学を通して宗教に関する知識と理解を受講

生にもたらすことを目的としている。 

  

 

 

 

△ 

 

        

 

 

 

○ 

心理学概論  心理学の基本的事項を学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 心理学の成り立ちについて概観できる。 

人の心の基本的な仕組み及び働きについて

概説できる。 

心理学で用いられる基礎的用語（基本的概念

）を理解した上で、その言葉の日常的用法と

の違いを説明できる。 

講義にて紹介された心理学概念・理論に対し

て、具体的な行動例を指摘することができる

。 

心理学を構成する下位領域から、異なる領域

の概念を用いて１つの行動を説明すること

ができる。 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科の指導法Ⅰ（地理

歴史） 

 中学校社会科の枠組みの理解と学習指

導案の作成を踏まえた授業づくりの実

際  

 

 ①中学校社会科の現行学習指導要領のポイ

ントについて理解する。②教科書に基づく指

導内容について理解する。③学習指導案を作

成できる。④学習指導案に基づく授業ができ

る。  

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科の指導法Ⅱ（公民

） 

中学校社会科公民的分野の指導法の理

論と実際   

 

 

 

 

 

・中学校社会科の目的及び内容について学習

指導要領や実際の教科書から読み取ること

ができる。 

・中学校社会科公民的分野の学習指導案を作

成し模擬授業をすることができる。 

・新聞記事や報道番組を活用して、時事問題

に関する興味や関心を高めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地理歴史科指導法  高等学校地理歴史科の指導内容と指導

方法の習得  

 

 

 

 

 

 

 

 

①学習指導要領（地理歴史科）のポイントを

述べることができる。 

②次期学習指導要領（地理歴史科）のポイン

トを述べることができる。 

③日本史・世界史・地理の指導の具体的展開

と教材の取扱いについて理解し、授業づくり

を進めることができる。 

④学習指導案（細案）を作成することができ

る。 

⑤模擬授業に基づいて、授業改善について考

えることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民科指導法 知識・技能の徹底をはかるとともに，

思考力，判断力，表現力を高める授業づ

くり  

 

 

 

 

 

 

 

 

① 現行学習指導要領(主に公民科)の主な内

容と現在改訂が進められている新学習指導

要領の方向性について説明することができ

る。 

② 高等学校において現代社会，政治・経済

，倫理の授業を担当する際に必要な知識・技

能，教材研究や学習指導案の作成方法など，

授業づくりの基礎的・基本的技能が身につい

ている。 

③ 模擬授業を通じて，授業を実際に行う上

で必要なより実践的な授業技術に触れ，成果

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 △ 
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 と課題を認識するとともに，課題改善の方向

性を明確化できている。 

          

専

門

基

幹

科

目

Ｃ

２

群 

 

英語学概論 

 

 

 

 英語学の基礎知識の修得 

 

 

① 英語の歴史的変遷を知り、古い時代の英

語の形態的特徴を現代英語のそれと比較す

ることにより、国際共通語としての英語の実

態を理解することができる。 

② 英語の音声産出の仕組み、音素体系、音

の単位、アクセントに関する知識を学び、英

語の正しい発音を修得することができる。 

③ 英語の文法について、単語レベルの構造

、文レベルの構造の知識を修得し、日本語と

の類似点・相違点を明らかにすることにより

英文法への理解を深めることができる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

教育英語学 

 

 

 

 

 

 

2022 年度以降開講 ① 英語学概論で学んだ英語の音声に関する

知識を基に、英語の実際の仕様に見られる音

韻的現象と日本語に見られるそれとの対照

を通じて、英語の音声の仕組みを理解でき

る。 

② 英語学概論で学んだ英語の文法に関する

知識を基に、英語以外の言語、主に日本語と

の比較を通じて、英語の文法的（構造的）特

徴を理解できる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

英語音声学 

 

 

 

 

2022 年度以降開講 ① 発音記号を読み書きできるようになる。 

② 英語の音声と日本語の音声の違いを理解

できるようになる。 

③ アメリカ英語の音声を実際に発音できる

ようになる。 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

英語統語論 

 

 

 

 

 

2022 年度以降開講 ① 生成文法の基本的な考え方とその概念を

理解する。 

② 生成文法の基本概念を用いて英語と日本

語を分析することができる。 

③ 生成文法の理解が英語の深い理解と英語

運用能力の向上に繋がることを実感できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

心理言語学 

 

2022 年度以降開講            

日英比較言語学 2022 年度以降開講    

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

英語文学Ⅰ 英語文学・文化の基礎的知識の修得お

よび文学作品に見られる多様な英語表

現の理解 

①文学作品において使用されている様々な

英語表現について理解している。 

②文学作品で描かれている、英語が使われて

いる国や地域の文化について理解している。 

③英語で書かれた代表的な文学について理

解している。 

  

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

    

 

○ 

 

 

○ 

 

英語文学Ⅱ  ①文学作品において使用されている様々な

英語表現について理解している。 

②文学作品で描かれている、英語が使われて

いる国や地域の文化について理解している。 

③英語で書かれた代表的な文学について理

解している。 

  

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

○ 

    

 

○ 

 

 

○ 

 

英語文学講読Ⅰ 2022 年度以降開講            

英語文学・文化Ⅰ 2022 年度以降開講            

英語文学講読Ⅱ 2022 年度以降開講            

英語文学・文化Ⅱ 2022 年度以降開講            

Academic Reading 英語の読解力の向上 ① 多読を通して英語を速く読む能力と総

合的な英語力を身につけている。 

② より難しい文章を精読するスキルを身

につけている。 

③ 英語の語彙力を身につけている。 

 ◎ ○ ○    ○ ○ 

 



- 11 - 

④ 英文読解の過程、読むことによって言語

能力を高める方法、生徒の英文読解力と英語

力を向上させる方法などを理解している。 

⑤ 授業で学んだ学習方法を卒業まで継続

して使用することができる。 

 

Academic Writing 2022 年度以降開講 ① 様々な種類の英文パラグラフを読み、論

理的な文章構成を理解することができる。 

② 文法的に正しく、分かりやすい英文を書

くことができる。 

③ 論理的な文章構成を用いて、説得力のあ

る英文パラグラフやエッセイを書くことが

できる。 

④ 書いた英文を修正し、より完成度の高い

英文に仕上げることができる。 

 ◎ ○ ○    ○ ○ 

 

Presentation Skills 2022 年度以降開講  
         

 

Speaking&Listening Skil

ls 

2022 年度以降開講            

異文化理解Ⅰ 異文化理解および異文化コミュニケー

ションの基本的な知識の修得と文化の

多様性に関する体験的学修を行う 

グローバル化と国内の超高齢化・少子化が

同時進行し、日本社会の様々な領域において

人材不足と人材のグローバル化が進みつつ

ある現在、異文化理解はもはや海外に目を向

けるためのものだけではなく、日常に起こり

うる異文化を背景に持つ他者との共存共栄

に関わる問題である。世界の様々な文化の多

様性を知り、異民族・異文化の人々とのコミ

ュニケーションの現状と課題を理解し、「異」

の本質を理解し、いかに協力しあっていける

かを留学生との共修の体験を交えながら理

解を深める。 

 △  ○ ○  ◎ ○ ◎ △ 

異文化理解Ⅱ 2022 年度以降開講            

語学・文化海外研修 

 

 

 

2022 年度以降開講            

英語科教育法（概論） 

 

 

 

中学校・高等学校における外国語（英

語）の学習・指導に関する基礎知識及び

外国語の教授・学習の基礎的理論である

第二言語習得論の知識を身につける。 

 

① 中学校及び高等学校における外国語（英

語）に関する基礎的知識として、教育課程（

カリキュラム）、学習指導要領及び教科用図

書について理解している。 

② 外国語の教授・学習の基礎的理論

である第二言語習得理論を理解してい

る。 

 

 

○ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語科教育法（指導法） 2022年度以降開講            

英語科教育法（実践Ａ） 2022 年度以降開講            

英語科教育法（実践Ｂ） 2022 年度以降開講            

第二言語習得論 2022年度以降開講            

 児童英語教育 2022 年度以降開講            

専

門

基

幹

科

目

Ｄ

群 

特別支援教育総論 「障害」とは何か。特別支援教育の基

礎･基本とは何か。 

1 特別支援教育の理念や制度の概要、各障

害の歴史や現状について理解し説明できる

。 

2 視覚障害、聴覚障害等、各障害の特性や

具体的指導について理解し説明できる。 

3 特別支援学校や小中学校での特別支援教

育の取り組みの実際について理解し説明で

きる。 

 

 

 

△ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

   

 

 

◎ 
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聴覚障害者の心理 心理学的見地から聴覚障害者について

知る 

１，難聴の疑似体験などを通して、コミュ

ニケーション障害（聞こえの障害）の状態

を理解する。 

２，聴覚障害者がうける誤解について、事

例を上げながら説明することができるよう

になる。 

３，手話、人工内耳の普及に伴う、多様な

考え方について事例をあげながら説明する

ことができるようになる。 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

○ 

    

聴覚障害者の生理・病

理 

聴覚障害の⽣理・病理についての基礎

的事項を理解する 

・「⾳」の物理的特性について説明できる 

・聴覚器官の構造・機能・障害について理

解し、説明できる。 

・脳における聴覚認知の仕組みを説明でき

る。 

・基本的な聴⼒検査の⽅法を知り、検査結

果（オージオグラム）を読み取ることがで

きる。 

・補聴器の種類や特性について説明できる 

・⼈⼯内⽿の特性やリハビリについて説明

できる。 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

○ 

    

知的障害者の心理・生

理・病理 

知的障害児・者に関する心理・生理・

病理的諸特性の理解と支援 

１．知的障害者の生理・病理について説明

できる。 

２．知的障害を伴う発達病理としての自閉

症やダウン症について説明できる。 

３．知的障害をもつ幼児、児童または生徒

の諸行動（特に学習行動）について、その

メカニズムと対応を心理学的な視点から説

明できる。 

４．知的障害をもつ幼児、児童または生徒

を取り巻く地域社会や家族が抱える諸問題

について説明できる。 

５．知的障害の定義や原因について、生物

・社会・心理的側面から理解し、必要な教

育的支援について説明することができる。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

 

 

△ 

    

肢体不自由者の心理・

生理・病理 

肢体不自由の原因となる生理と病理、

肢体不自由者の心理と状態の理解  

1. 肢体不自由者の認知やパーソナリティ

の特徴について説明することができる 

2. 脳性麻痺者の身体機能の特徴とその原

因について説明することができる。 

3. 肢体不自由者のアセスメントに有効な

心理テストの種類とその活用方法につ

いて説明すること 

4. 胎児期からの正常発達を理解し、説明す

ることができる神経ならびに筋・骨格系

の生理的機能、役割を理解し説明するこ

とができる。 

5. 脳性麻痺、重症心身障害児、デュシャン

ヌ型筋ジストロフィー、二分脊椎の病態

・障害像を説明することができる 

6. 身体の発達にともなう病態の変化につ

いて説明することができる。 

障害特性により起こりうる様々な生活上の

課題を環境と関連について説明することが

できる。ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

 

 

 

 

△ 

    

病弱者の心理・生理・

病理 

病弱教育対象の子どもが抱える疾患

の生理・病理的理解と心理的理解 

①病弱教育の対象となる主要な疾患につい

て説明できる。 

②上記を踏まえた教育実践時の対処内容や

配慮すべき事項について指摘できる。 

①病気の子どもたちの心理過程を理解する

基盤となる、人間の行動と健康・疾病との

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

△ 
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関連について説明することができる。 

②上記を踏まえた教育実践時の対処内容や

配慮すべき事項について指摘できる。 

聴覚障害者教育論 聴覚障がい教育の現状と指導法 １．我が国における聴覚障害教育の歴史的

経緯について説明することができるように

なる。 

２．聴覚障がいが言語獲得に及ぼす影響に

ついて説明することができるようになる。 

３．聴覚障がい児の指導に用いられる、多

様なコミュニケーション手段それぞれの特

性を説明することができるようになる。 

４．指文字と日常会話手話の読み、表現が

できるようになる。 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

△ 

    

知的障害者教育論 知的障害教育の理解 1 知的障害児教育の歴史や障害特性につい

て理解し説明できる。 

2 知的障害児教育の教育課程について理解

し説明できる。 

3 知的障害児教育の指導方法を理解し、指

導の実際について説明できる。 

 

 

○ 

 

 

△ 

 

 

○ 

   

 

△ 

    

肢体不自由者教育論 肢体不自由特別支援学校の教育課程

及び指導法 

7. １ 肢体不自由者の教育の場について説

明できる。 

２ 肢体不自由者の様々な実態に応じた

教育課程の編成について説明できる。 

３ 個別の教育支援計画を生かした授業

づくりについて理解し、説明することが

できる。 

 

 

 

○ 

 

 

 

△ 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

△ 

    

病弱者教育論 病気の子どもの「生活行動上の課題」

と「支援の実際」 

①特別支援教育における病弱・身体虚弱教

育の基本的内容とその実際について説明で

きる。 

②病弱児の指導法，病弱児の自己管理支援

について正しく理解し，学校教育における

具体的場面での指導方法を記述することが

できるようになる。 

③病弱児の生活行動の理解とその方法につ

いて説明できる。 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

△ 

    

聴覚障害者教育論 聴覚障がい教育の現状と指導法 １．我が国における聴覚障害教育の歴史的経

緯について説明することができるようにな

る。 

２．聴覚障がいが言語獲得に及ぼす影響につ

いて説明することができるようになる。 

３．聴覚障がい児の指導に用いられる、多様

なコミュニケーション手段それぞれの特性

を説明することができるようになる。 

４．指文字と日常会話手話の読み、表現がで

きるようになる。 

 

 

 

○ 

 

 

 

△ 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

△ 

    

言語障害者教育総論 言語障害の実際と支援方法 １．言語（言葉）と思考の関わりについて

理解し､説明することができる。 

２．言語産出のメカニズムについて、解剖

学的側面と心理的側面から理解し説明する

ことができる。 

３．様々な言語障害を理解し、説明するこ

とができる。 

４．各言語障害に対応した支援方法（合理

的配慮）を理解し説明することができる。 

５．言語障害のある児童生徒が学ぶ教育の

制度を理解し説明することができる。 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

    

 

 

 

○ 

   

重複障害者教育総論 重度・重複障害児教育の理論と指導の

実際、重度・重複障害児の行動理解 

①障害の重い子どもとかかわるときに必要

とされる基本的知識について説明できる。 

②障害の重い子どもとかかわるときの、か
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かわり手のとるべき基本的態度について説

明できる。              ③障害の重い子

どもの行動理解の方法について解説できる

。 

○ △ ○ △ 

発達障害者教育総論 学校現場での発達障害児に対する特

別支援教育 

発達障害について、具体的に定義と特性に

ついて説明することができる。発達アセス

メントの概要を知り、根拠を持った支援方

法について具体的に考え述べることができ

る。  

 

 

◎ 

 

 

○ 

 

 

△ 

   

 

△ 

    

自閉症者教育総論 教育場面における自閉症児の特別支

援教育 

・自閉症児者の行動特性の代表的なものを

述べることができる。 

・行動を変えるための理論を理解し、適切

に働かける方法を考えることができる。 

・自閉症児者のコミュニケーションの特性

を知り、それに応じて働きかける方法を述

べることができる。 

・自分の感じ方と自閉症児者の感じ方とが

異なることを知り、それを理解するために

想像力を働かせることができる。 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

○ 

   

 

 

 

△ 

    

学校経営と学校図書館 学校図書館と司書教諭の役割 1 学校図書館の教育的意義や目的，機能を

説明することができる。     

2 司書教諭の役割と職務について，自分の

考えを発表することができる。 

学校図書館の運営や活動の基本的事項につ

いて説明することができる。 

  

 

△ 

 

 

△ 

  

 

△ 

    

 

○ 

 

学校図書館メディアの

構成 

学校図書館で収集する図書館資料に

ついての概要を知り、その組織化の方

法を学ぶ 

1. 小・中・高それぞれの学校図書館に適し

たメディア収集がイメージできる 

2. 学校図書館資料の組織化（目録作成・分

類）ができる 

3. 授業等での学校図書館の活用や、児童生

徒の読書と学習につなげる工夫を考えるこ

とができる 

 

 

 

○ 

  

 

 

△ 

  

 

 

△ 

    

 

 

△ 

 

学習指導と学校図書館 

 

学習における学校図書館利用の理論

と実際 

・学校図書館と教育課程・学習指導への関

わりが説明できるようになる。 

・情報活用能力育成のための指導方法を理

解し，実施できるようになる。 

 

○ 

 

△ 

   

◎ 

    

△ 

 

読書と豊かな人間性 学校図書館における読書指導を理解

し，司書教諭としての関わりを学ぶ。 

・発達段階に応じた読書指導について学習

し，読書と心の教育・読書指導法・読書活

動の推進等についての知識を身に付け, 説

明できようになる。 

・読み聞かせ・ストーリーテリング・ブッ

クトークのような読書指導を理解し，児童

生徒に紹介したい本を選んだり，紹介した

りすることができるようになる。 

 

 

 

○ 

 

 

 

△ 

   

 

 

○ 

     

  

 

専

門

発

展

科

目 

情報メディアの活用 学校図書館における多様な情報メデ

ィアの理解と活用 

3 1 学校図書館における多様な情報メデ

ィアの種類と特性について説明するこ

とができる。                2 各情

報メディアの利便性や危険性をおさえ

た上で，学校教育における情報メディア

の活用の可能性や制約について考える

ことができる。 

 

 

 

○ 

 

 

 

△ 

   

 

 

◎ 

     

ＮＩＥ活動論 児童・生徒の意欲をかき立てるＮＩＥ

授業とは 

１ ＮＩＥとは何かを理解することができ

る。 

２ 新聞を使って簡単なワークシートを作

ることができる。 

３ 新聞を教材として簡単な授業案を作る

ことができる。 

４ SDGSに関連させたNIEの手法が分かる 

５ 自分の考えを相手に分かりやすく伝え

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

△ 

   

 

 

 

○ 
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るプレゼン力が身につく。 

ＮＩＥ活動の教材研究 児童・生徒の意欲をかき立てるNIEの

授業のあり方  

①新聞を活用したＮＩＥの授業案を作るこ

とができます。 

② 新聞を活用したＮＩＥの模擬授業を行

うことができます。 

③「児童・生徒が意欲的に取り組めるＮＩ

Ｅの授業のあり方」について、プレゼンす

ることができます。 

 

 

 

△ 

 

 

 

△ 

   

 

 

○ 

     

地域研究法（調査を含

む） 

地域調査の方法と実践  ①調べる方法の基礎が理解できる。 

②調べたことをまとめ、記述できる基礎が

理解できる。 

③調べたことを発表するための準備の基礎

が理解できる。 

  

 

△ 

  

 

○ 

 

 

○ 

   

 

△ 

  

睡眠健康科学 睡眠科学の基礎と応用 (1)睡眠調節の基本的な仕組み、睡眠ポリグ

ラフィによる睡眠段階を説明できる。 

(2)睡眠に影響を与える要因（生体リズム、

日中の活動、就寝前の状態、睡眠環境）を

理解し、日常生活における快眠技術を応用

できる。 

(3)他者の生活について、睡眠上の問題点の

発見およびアドバイスができる。 

 

 

 

△ 

 

 

 

△ 

 

 

 

○ 

    

 

 

○ 

 

 

 

   

子ども家庭支援論 子ども家庭支援の必要性や子育て家

庭の現状を踏まえ、多様な子育て家庭

のニーズに対応するための制度や支援

のあり方を理解しよう。 

1. 子育て家庭に対する支援の意義・目的を

説明することができる。 

2. 保育の専門性を活かした子ども家庭支

援の意義と基本について説明することがで

きる。 

3. 子育て家庭に対する支援の体制につい

て理解し、実践の場に参加することができ

る。 

4. 子育て家庭のニーズに応じた多様な支

援の展開と子ども家庭支援の現状、課題に

ついて説明することができる。 

 

 

 

 

 

◎ 

  

 

 

 

 

○ 

    

 

 

 

 

○ 

   

人間関係論 人間関係および人間関係と関連する

諸問題について学ぶ。 

さまざまな人間関係の特徴、人間関係にお

ける法則性、人間関係と関連する諸問題に

ついて理解する。心理実践力における「総

合的な人間理解力」、「批判的・創造的志

向に基づく問題発見・解決力」、「自己理

解に基づくセルフコントロール力」の修得

を目指す。 

 

 

 

○ 

        

 

 

◎ 

 

社会・集団・家族心理

学（家族心理学） 

社会心理学の観点から人間の心的過

程および社会的行動のメカニズムにつ

いて学ぶ。 

1 対人関係ならびに集団における人の心的

過程と行動について説明できる。 

2 人の態度および行動の変化に関する理論

や原理について説明できる。 

3 集団/文化と個人が双方向に影響を及ぼ

す過程について説明できる。 

 

 

○ 

        

 

◎ 

 

児童青年心理学 
児童期･⻘年期の特徴を知る。 1．児童期と⻘年期の過程や発達課題が意味

することを､具体的な⾏動と関連付けて論

じることができる。 

2．得られた知識に基づいて、⾃分のこれま

での体験を意味づけて整理できる。 

 

 

○ 

  

 

○ 

       

乳幼児心理学 胎児期・乳幼児期の子どもの発達 １）生涯発達という観点から乳幼児期の特

徴について説明することが出来る。 

２）新生児の持つ能力や乳児期における養

育者と子どもとのやり取りの特徴について

説明することができる。 

３）愛着について、さらには、愛着の生涯

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

    



- 16 - 

発達における意味について説明できる。 

４）乳幼児期の知的・認知能力、言語、自

己と感情といった諸側面の発達、さらには

、社会的広がりとその意味について説明で

きる。 

５）乳幼児期の子どもを持つ保護者の支援

や発達の偏りのある子に対する支援といっ

た乳幼児期における支援課題と支援の在り

方について自分なりに述べることができる

。 

 

○ 

 

◎ 

臨床心理学概論 臨床心理学の基本を学ぶ 臨床心理学は人の行動や心を理解する学

問である。対人援助職に将来就く人は特に

援助する相手を理解し、共感することが求

められる。また、卒業後の職場の人間関係

においても相手を理解した上で発言、行動

をすることがもとめられる。臨床心理学の

授業で得られた知識によって、まずは自分

の心や行動と照らし合わせてより深く自分

自身を理解して理論に基づき説明できるよ

うになること、その上で人はどのように感

じ、そして行動するのかということを理論

に基づいて説明できるようになることを到

達目標とする。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

        

健康心理アセスメント

概論 

「健康心理学ではどんな対象にどん

なアセスメントの方法を用いるのか？

」体験しながら理解する。 

・健康心理学におけるアセスメントの目的

、倫理的配慮を含めた留意点について説明

できる。 

・健康心理アセスメントの対象の理解に必

要な概念について説明できる。 

・健康心理アセスメントの対象に適した方

法を選択できる。 

 

 

 

○ 

      

 

 

◎ 

   

健康心理カウンセリン

グ概論 

健康心理カウンセリング技法の理解 １．カウンセリングの基本的な構造や流れ

について説明することが出来る。 

２．健康心理カウンセリングで用いる種々

の技法について、その意義や概要を説明す

ることが出来る。 

３．実際に幾つかの健康カウンセリング的

技法をやってみることが出来る。 

 

 

 

○ 

      

 

 

◎ 

   

災害概論 災害と地域社会を考える～福祉を中

心に防災面からアプローチ～ 

・防災行動に関する意識・知識・技術を持

つことができる。 

・被災地のまちづくりの問題を整理し、復

興の課題をどう解決していくか論じること

ができる。 

   

 

○ 

 

 

△ 

     

 

◎ 

 

社会貢献論 多様化する社会貢献の実態や今後の

在り方について 

①社会貢献の概念を理解し、説明できる。 

②身近なもの（参画への動機のひとつ）と

して、社会貢献を捉えるようになる。 

③多様な社会貢献のスタイルを理解し、国

内外の諸問題を分析し、それらの解決に関

する仮説を立てることができる。 

④社会貢献を通して、自分のライフプラン

、キャリアに関する考えを持ち、社会に存

在する諸問題に対して、自らの行動をもっ

て解決する意欲を誘発させることができる 

   

 

 

 

○ 

      

 

 

 

○ 

 

教育学特殊講義Ⅰ 教育の情報化に関する幅広い基礎的

な知識・技能を獲得する  

① 教育の情報化の概要，目的，実態などに

関する説明ができる 

② 情報システムを利用した授業の基礎的

な実践ができる 

③ 小学校レベルのプログラミングができ

るようになる 

    

 

○ 

 

 

◎ 

     

教育学特殊講義Ⅱ 授業に使用するデジタルコンテンツ ① 教育デジタルコンテンツを作成するた           
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を作成・利用する基礎的な知識と技能

を修得する 

めの基礎理論を説明できる 

② PowerPointを使用してビデオのデジタ

ルコンテンツを作成できる 

③ デジタルコンテンツを授業に取り入れ

ることができる  

 

○ 

 

◎ 

教育学特殊講義Ⅲ 開講せず            

 博物館概論 博物館とはなにか、博物館の果たす役

割、教育施設、娯楽施設としての博物

館など多様な博物館の姿を紹介し、博

物館への理解を深める。学芸員資格の

必修科目だが、単に学芸員希望者だけ

でなく、生涯学習、学校教育、地域行

政などで地域の文化や歴史に興味を持

ち、大切する人材のために講義をすす

めたい。 

高齢化社会の中での市民の学習や娯楽の中

心となる博物館について、基本的な理解を

深め、博物館の歴史、役割、あるべき姿な

どについて学習し、学芸員としての基礎的

知識を得ることを目的にする。博物館の全

体像を理解し、説明できるようになる。 

        

 

 

 

○ 

 

 

 

 

△ 

 

 博物館経営論 「多様な博物館の経営の実際」 多様な博物館がどのように成立し運営され

ているかを知り、博物館での実務に必要な

基礎知識を身につけるとともに、社会が博

物館をどのように支えていくべきかを考え

ることができるようになる。 

  

 

○ 

  

 

○ 

     

 

△ 

 

 博物館資料論 博物館資料の基礎的理解 博物館資料の概念を学び、収集、整理、調

査・研究、保存、展示などに関する考え方

や方法を知る。 

資料の各分野（考古・古文書・仏像・染織

）の基礎的な理解を得て、説明できる。 

        

 

○ 

 

 

△ 

 

 博物館資料保存論 歴史資料を未来に ① 博物館資料を守り伝えてゆくための基

礎的な知識を修得できるようになります。 

② 歴史資料の管理・保存には、資料を丁寧

に取扱うという意識が必要なことが理解で

きます。 

③ 歴史資料を観察する目が変わってきま

す。 

  

 

 

○ 

  

 

 

○ 

     

 

 

△ 

 

関

連

科

目 

 博物館展示論 博物館・美術館の展示における知識と

応用 

館種別の特徴を理解をした上で、展示のプ

ロセスを論じることができる。 

常に新しい展示方法に興味を持ち、それを

活かした展覧会を企画できる。 

グループで協力しながら1つの展覧会を立

案することができる。 

  

 

○ 

  

 

○ 

     

 

△ 

 

 博物館教育論 博物館教育の目的・方法と実際 1. 博物館教育の目的や方法について事例

をあげて説明できる。 

2. 博物館における実際の教育活動につい

て課題を理解し、改善点を指摘できる。 

3. 博物館教育の課題について、歴史的背景

や現状認識、今後期待される役割等を踏ま

えて討議できる。 

  

 

 

○ 

  

 

 

○ 

     

 

 

△ 

 

 博物館情報・メディア論 「コミュニケーションツールとして

のメディアとミュージアム」  

博物館における情報・メディアの活用につ

いての基礎的能力とあわせ、情報コミュニ

ケーションの基本原理を習得することで、

様々な場面での情報発信力や応用力を身に

つける。  

  

 

○ 

  

 

○ 

 

 

◎ 

    

 

○ 

 

 博物館実習 博物館学芸員養成に必要な技術習得

のための実習 

博物館施設の学芸員を志望する学生が、特

に知っておかなければならない知識と実技

を体得し、具現できる。 

        

○ 

 

○ 

 

 文化財概論 「地域文化遺産」の保護と環境保全

「地域文化遺産」の保護と環境保全 

指定文化財と「地域文化遺産」の異同を精

確に理解できるとともに、地域住民の文化

的な環境保全の観点から文化財の保護と活

用について認識し、議論を深められる基礎

学力を修得すること。 

  

 

○ 

  

 

○ 

      

 文化財各論（文化財保護 文化財保護の法的根拠と実際 ①文化財保護法の大枠（仕組み）が理解で           
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法を含む） きる。 

②文化財の保護が、県・市・町単位でどの

ように行われているか、具体的にわかる。 

○ ○ △ 

 考古学概論 人類の出現から農業の起源までを、人

類の進化と考古学の視点から概説す

る。 

人類の出現から、新石器時代までの人類の

歴史について、できるだけ最新のデータを

使い、人類の進化と物質文化の観点から理

解を進め、人類のたどった道筋を理解し人

類とは何かについて知識を深め、深い考察

ができる能力の獲得を目的とする。 

  

 

○ 

      

 

○ 

  

 考古学各論 ユーラシアの東縁としての日本列島

の歴史を先史時代から歴史時代まで、

大陸の文化の流れを学びつつ、列島の

文化的特長について学ぶ。 

北東アジアと日本の先史時代から歴史時

代までの文化的なつながりについて明らか

にし、日本の文化の一部がユーラシア大陸

と共通の基板の上にあることを理解し、東

アジアという視点から日本文化を考える視

点を獲得し、説明できるようになる 

  

 

○ 

  

 

○ 

      

 考古学特殊講義 開講せず            

 考古学実習 先史時代の遺跡の調査法、遺跡のデー

タ化の方法、分析方法を学び、先史時

代を具体的な姿で浮かび上がらせる科

学的な方法について学ぶ。 

先史時代の遺跡調査方法、整理、分析の基

礎を理解し、実際の遺跡遺物の状況を肌で

感じるとともに、遺跡調査の重要性を理解

し、考古学的な方法の基礎を理解すること

とを目標とする。 

  

 

○ 

  

 

○ 

      

 古文書学概論 前近代における古文書の概要と形態 古文書の歴史的な変遷を理解し、政治・経

済・社会との関連性を修得すること 

 ○  ○       

 古文書学各論 前近代の古文書の機能と効力 古文書の機能と効力について、その歴史的

な意味について修得すること 

 ○  ○       

 日本史特殊講義 開講せず            

 古文書学実習 古文書の整理と保存 古文書の目録整理の実践力を修得し、とく

に近世文書を中心に、地域史料としての保

存と活用の理論と方法を理解する 

  

○ 

  

○ 

      

 民俗学概論 民俗学がどのように誕生し、展開して

きたか 

・民俗学の基本的な知識を学び、その視点

や方法を把握する。 

・民俗学のはじまりから、近年の学問的動

向を説明できる。 

・「当たり前」の日常に蓄積された人間の

営みとしての「民俗」を分析することで、

日常世界を新たな視点で捉え直すことがで

きる。 

  

 

 

○ 

  

 

 

○ 

     

 

 

△ 

 

 民俗学各論 民俗文化を通じて地域社会を眺める ・現代社会における文化的・社会的な出来

事に、民俗学の立場からアプローチするた

めの、視点や方法を学ぶ。 

・身の回りにある生活文化を自分の言葉で

説明することができる。 

・現代社会で新たに生成する民俗の様相を

分析することができる。 

  

 

 

○ 

  

 

 

○ 

      

 民俗学特殊講義 開講せず            

 民俗学実習（調査法を含

む） 

民俗学の調査方法 ・民俗調査を企画し、実施することができ

るようになる。 

・調査データを収集し、整理・分析するこ

とができる。 

・分析結果を論文にまとめることができる

。 

  

 

○ 

  

 

○ 

     

 

○ 

 

 文化人類学 文化人類学における文化の眺め方 ・自分自身が身につけてきた習慣や考え方

の枠組みが普遍的なものではないことに気

づく。 

・人類学の理論や考え方を用いて、日常世

界を新たな視点で捉え直すことができる。 

・さまざまな分野で文化人類学的な思考が

必要とされている理由を説明できる。 

・地域社会の人々とのかかわり方を考える

  

 

 

 

○ 

  

 

 

 

○ 

     

 

 

 

△ 
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きっかけを得る。 

 美術史特殊講義 仏教美術の見方・楽しみ方 １．美術史の基礎的な専門用語を用い、仏

像の種類・技法・時代ごとの特徴について

説明できる。 

２．博物館や寺社に出向き、実物を自分の

目で見たうえで、その対象について自身の

見解を述べられる。 

  

 

○ 

  

 

○ 

      

 美術実習 美術工芸品の基本的な取り扱いと調

査方法 

美術工芸品の取り扱いや保存管理の問題点

を理解し、整理・調査研究方法を説明でき

る 

また、調査をした作品・資料について、分

かりやすく解説（紹介）することができる 

  

 

○ 

  

 

○ 

      

 図書館概論 図書館とは何か ①司書として必要な基礎知識を理解し，図

書館の存在意義について自分の言葉で説明

できるようになる。 

②司書の在り方を自分の言葉で説明できる

ようになる。 

③各館種の特徴を理解し，目的に応じて各

館を利用することができるようになる。 

 

 

 

△ 

  

 

 

○ 

  

 

 

△ 

    

 

 

△ 

 

 図書館情報技術論 
図書館で⽤いられる情報技術の理解 

図書館の業務・機能に求められる情報技術

（コンピュータ、データベース、情報ネッ

トワーク）の基礎的な事項を説明できるよ

うになるとともに、その利活⽤に求められ

る知識を予測できるようになる。また、情

報技術がどのように運⽤されているかを調

査・検討し、課題を⾒出すとともにその解

決策を構想できるようになる。 

  

 

 

○ 

   

 

 

◎ 

    

 

 

△ 

 

 図書館制度・経営論 利用者に支持される図書館経営（運営

）を考えてみよう 

図書館経営（運営）に必要なマネジメント

を重点的に学び，利用者に支持されるため

に何を行うべきかについて，自らの意見を

表明できる。 

  

○ 

   

○ 

    

△ 

 

 図書館サービス概論 公共図書館を中心とする，各種図書館

サービスの理論と実際 

①図書館がサービス機関であることを説

明できる  

②さまざまな図書館サービスについて，対

象とする利用者の属性やサービスが行われ

る背景を説明することができる 

③既存の図書館サービスを理解したうえで

，新たな図書館サービスについて討議でき

る 

  

 

 

○ 

   

 

 

○ 

    

 

 

△ 

 

 情報サービス論 

各種図書館で行われる，情報サービス

に関する基礎知識および関連理論 

①図書館における情報サービスの意義につ

いて，自分の言葉で説明できる。 

②情報サービスの基本的な理論と方法につ

いて説明できる。 

③情報サービスに関する基本的な用語につ

いて，自分の言葉で解説できる。 

 

 

△ 

  

 

○ 

  

 

△ 

    

 

△ 

 

 情報サービス演習 

レファレンスサービスを中心とした

情報サービスの実技 

①レファレンスツールの種類と特性を理

解する。 

②レファレンスサービスを円滑に実施する

ための基本的な技法を習得する。 

③情報検索サービスに関わる基本的な理論

と技法を習得する。 

④情報サービスの重要性を理解し，実践的

な能力を習得する。  

 

 

 

△ 

    

 

 

△ 

   

 

 

△ 

 

 

 

○ 

 

 児童サービス論 

図書館における児童サービスの理解 1.図書館における児童サービスの意義に

ついて説明ができる。 

2.図書館で行われている具体的な児童サー

 

 

○ 

  

 

△ 

  

 

○ 

    

 

△ 
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ビスについて説明ができる。 

3.基本的な児童資料を例示できる。 

 図書館情報資源概論 

図書館の情報資源の種類を知り、コレ

クション形成の理論を理解する。 

1. 図書館情報資源の種類を整理して、それ

ぞれの特性を説明することができる。 

2. 日本の出版流通のシステムを理解し、利

点と問題点を論ずることができる。 

3. 現在から将来まで利用していける蔵書

構成はどうあるべきかを考えることができ

る。 

 

 

 

△ 

    

 

 

△ 

   

 

 

△ 

 

 

 

○ 

 

 情報資源組織論 

図書館内外の情報資源を整理するこ

とについての基礎知識と理論 

① 図書館情報資源の組織化の基本的な理

論と技術を説明できる。 

② 書誌コントロールの概念について解説

できる。 

③ 各種書誌データの実際を理解し，情報の

識別に活用することができる。 

④ 主要な書誌記述法，分類法，索引法を紹

介することができる。 

 

 

 

△ 

  

 

 

○ 

  

 

 

△ 

    

 

 

△ 

 

 情報資源組織演習 

情報資源組織の実技 ①目録規則について学び，それらを作成で

きる。 

②各情報資源の主題を適切に把握できる。 

③各情報資源に対して，『日本十進分類法

（NDC）』を利用して適切な分類番号を付与

できる。 

④各情報資源に対して，『基本件名標目表

（BSH）』を利用して適切な件名を付与でき

る。 

 

 

 

 

△ 

  

 

 

 

○ 

  

 

 

 

△ 

    

 

 

 

△ 

 

 図書館基礎特論 

児童文学と民間の図書館活動（文庫活

動）について 

基本的な児童資料の提示が出来る。また民

間の図書館活動が図書館サービスや児童サ

ービスに与えた影響を自ら表明できるよう

になる。 

 

○ 

  

△ 

  

○ 

     

 図書館サービス概論 

公共図書館を中心とする，各種図書館

サービスの理論と実際 

①図書館がサービス機関であることを説明

できる  

②さまざまな図書館サービスについて，対

象とする利用者の属性やサービスが行われ

る背景を説明することができる 

③既存の図書館サービスを理解したうえで

，新たな図書館サービスについて討議でき

る 

 

 

 

△ 

  

 

 

○ 

  

 

 

△ 

    

 

 

△ 

 

 図書館情報資源特論 

児童書を例にして、どのように本を選

び、コレクションを構築していったら

良いかについて具体的に考えていく 

1. 資料選択に際し、子どもが対象であるた

めに留意しなければならない点を述べるこ

とができる 

2. 子どもにとって「良い本」とは何かを論

じることができる 

3. 公共図書館においての望まれる児童書

コレクションとはどのようなものかについ

て、自分の考えを述べることができる 

 

 

 

○ 

  

 

 

○ 

  

 

 

△ 

    

 

 

△ 

 

 図書・図書館史 

図書を含めた情報資源の歴史と，日本

と世界の図書館の歴史 

①図書をはじめとする各種情報資源の形態

，印刷，普及，流通等に関し，その歴史を

説明することができる。 

②世界と日本の図書館の歴史的発展につい

て，自分の言葉で説明することができる。 

③情報資源や図書館の歴史をふまえ，これ

からの情報資源や図書館について論じるこ

とができる。 

 

 

 

△ 

  

 

 

△ 

  

 

 

△ 

    

 

 

○ 

 

 図書館施設論 

図書館利用者の視線で図書館建築を

考えよう 

図書館施設（図書館建築）の目的と重要性

を学習し、各自が目指すべき図書館施設（図

書館建築）に関して自らの意見を表明できる

ようになること。 

△  △  △    ○ 

 

 図書館総合演習 開講せず            
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 図書館実習 

図書館の「現場」を知る ①実習先である公立図書館で協調できる 

②実習で得られた成果について，『図書館

実習日誌』を用いて指摘できる 

③図書館の「現場」とはどのようなものか

，自分の言葉で説明できる 

 

 

△ 

 

 

△ 

   

 

○ 

   

 

○ 

 

 

○ 

 

 


